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研 究 課 題 人工衛星画像を用いた山地域の斜面崩壊の挙動の検出 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

2019 年台風 19 号に伴う豪雨により，宮城県丸森町では発生した土砂の流下、堆積による土

砂災害の様相が強かった。そこで，丸森町を対象に，人工衛星から射出されたマイクロ波で

計測された豪雨前後の画像から斜面崩壊の挙動を抽出しようとした。また，国土地理院は，

豪雨後に撮影された空中写真の判読により，斜面の崩壊範囲を Web で提供している。そこで，

基盤地図情報 10 m メッシュ DEM（Digital Elevation Model; 数値標高モデル）と重ね合わ

せて地形的特徴を GIS 解析した。また，降雨量については，気象庁，国土交通省，福島県，

宮城県が観測した１時間雨量（2019 年 10 月 11 日～12 日）のうち３時間最大雨量（12 日の

夜遅くに出現）を求め，斜面崩壊の分布と豪雨の分布の関係を調べた。 

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

波長 10cm オーダーの L バンドマイクロ波で計測される ALOS-2 データ（JAXA 提供）は，

対象地域をカバーしていなかった。そこで，波長数 cm の C バンドのマイクロ波で計測され

る Sentinel-1 データ（ESA＜ヨーロッパ宇宙機関＞提供）で豪雨前後の後方散乱強度の変化

を把握しようとした。しかし，Sentinel-1 データではそのような変化を見いだせなかった。

地形的特徴については，傾斜角については 10°-45°まで崩壊面積率は 0.03%以上であって，

傾斜角に応じた著しい違いはみられなかった。斜面方位については北東を中心に崩壊面積率

に方位の偏りがあった。水平曲率については凸部より凹部で崩壊面積率が高かった。豪雨の

分布については，３時間最大雨量 180-200mm よりも 200-220m のほうが崩壊面積率は高か

った。３時間最大雨量 80-100mm と 120-140mm にも弱いピークがあって，雨量観測点を参

照すると，白石市南部の山稜部の降雨域の崩壊源頭部の分布を反映していた。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

今回の豪雨では山肌を刻んで土石流につながったような斜面崩壊が多数生じ，そのような斜

面崩壊は画像上である程度幅をもって判読されるというよりも，線状に細く延びていた。そ

ため，マイクロ波で計測された画像では発生した斜面崩壊を後方散乱強度の変化で明瞭に判

読できなかったと考えられる。地形的特徴では傾斜角は斜面崩壊の分布に偏りを与えなかっ

たが，斜面方位については，斜面崩壊の分布の偏りを考える上で，当時の風向との比較が必

要なことを示唆していることがわかった。水平曲率における斜面崩壊分布の偏りについては，

先行研究の指摘どおりであることがわかった。 
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